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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡
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く
い
だ
お
れ
大
阪
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
食
に
は
う

る
さ
い
大
阪
人
。
住
乃
江
味
噌
は
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
そ
の
名
物
の
味
噌
屋
を
営
む
お
店
は
、
初
詣

に
二
〇
〇
万
人
以
上
が
訪
れ
る
住
吉
大
社
の
附
近

で
商
い
を
続
け
て
い
る
﹁
池
田
屋
本
舗
﹂
で
、
こ

の
町
屋
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

大
阪
市
南
部
に
位
置
す
る
住
み
よ
い
ま
ち
﹁
住

吉
﹂
に
あ
っ
て
、
南
北
に
走
る
熊
野
街
道
と
平
野

を
抜
け
て
八
尾
へ
と
向
か
う
住
吉
街
道
と
交
わ
る

角
に
あ
る
。
代
々
、
住
吉
村
の
庄
屋
を
努
め
、
元

禄
年
間
︵
一
五
五
八

－

一
五
七
〇
年
︶
に
酒
造
業

を
営
み
、
そ
の
後
に
味
噌
醸
造
を
始
め
た
と
伝
わ

る
。
現
存
す
る
木
造
の
町
屋
は
明
治
二
五
年
︵
一

八
九
二
年
︶
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

建
物
は
木
造
二
階
建
て
で
、
一
般
的
な
平
入
町

屋
で
は
あ
る
が
、
敷
地
角
の
屋
根
部
分
に
目
立
つ

高
灯
篭
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の

住
吉
浜
に
、
船
の
安
全
を
航
行
を
支
え
る
高
灯
篭

が
あ
っ
て
眩
い
光
を
燈
し
て
い
た
の
を
模
し
た
も

の
だ
。
附
近
は
早
く
か
ら
住
吉
詣
で
の
門
前
町
と

し
て
各
種
商
店
が
軒
を
連
ね
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

池
田
屋
本
舗
と
言
え
ば
、
昔
な
が
ら
の
米
と
大

豆
、
塩
だ
け
で
つ
く
っ
た
味
噌
に
砂
糖
と
胡
麻
を

混
ぜ
た
住
乃
江
味
噌
が
名
物
だ
。
代
々
引
き
継
が

れ
て
き
た
こ
の
味
を
、
今
も
一
九
代
当
主
が
守
り

続
け
て
い
る
。
日
本
の
中
小
企
業
が
半
数
程
度
が

後
継
者
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
経
済
産
業
省
が
問

題
意
識
を
も
っ
て
取
組
み
つ
つ
あ
る
が
解
決
の
道

の
り
は
ま
だ
遠
い
。
商
売
を
大
き
く
す
る
と
法
人

化
を
す
る
が
、
会
社
組
織
で
は
後
継
者
が
育
ち
に

く
い
。
こ
の
先
二
代
当
主
を
指
名
し
て
い
る
池
田

屋
本
舗
に
学
び
た
い
。

　
建
築
の
質
を
高
め
ま
し
ょ
う

建
築
表
彰
部
門 

部
門
長　

沼
田
亘

　

建
築
に
関
わ
る
賞
は
、
世
の
中
に
種
々
あ
り
ま

す
。
大
阪
府
建
築
士
会
で
主
催
す
る
賞
と
し
て
、

六
十
四
回
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
﹁
大
阪
建
築
コ

ン
ク
ー
ル
﹂
が
あ
り
ま
す
。
審
査
員
は
建
築
を
多

面
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
構

造
、
設
備
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
経
験
豊
富
な
専

門
家
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
と
社
会
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
ま

す
。
建
築
と
社
会
は
お
互
い
に
影
響
し
あ
う
も
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
社
会
に
対
す
る
建
築
の
責
任
は

重
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
建
築
は
、
建
築

士
の
有
資
格
者
の
業
務
独
占
が
法
律
で
許
さ
れ
て

い
る
行
為
で
す
。
建
築
に
は
、
市
民
が
安
心
し
て

安
全
で
心
豊
か
な
生
活
が
お
く
れ
る
ま
ち
を
つ
く

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
建
築
士
に
は
そ
の
よ
う
な

建
築
を
つ
く
る
責
務
が
あ
り
、
日
々
の
研
鑚
、
資

質
向
上
心
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
、
文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
実
現

し
て
い
く
た
め
、
多
く
の
市
民
の
方
に
建
築
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
眼
力
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
建
築
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

建
築
士
会
の
活
動
が
、
世
の
中
に
広
が
り
浸

透
し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
市
民
の
方
、
建
築
士

の
方
の
参
加
が
大
切
に
な
り
、
そ
う
な
る
こ
と
で

建
築
の
質
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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INFORMATION

きます。ご了承ください。（参加証に集合時間
を記載いたします）

大阪地域貢献活動センター
2020年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月19日（木）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度

限界耐力計算による木造耐震設計
レビューと改修事例の紹介
3/24　CPD3単位（予定）

日本建築構造技術者協会（JSCA）関西支部
の木造住宅レビュー委員会が新たに発行した

「木造住宅・建築物の耐震性能評価・耐震補
強マニュアル（第7部）」より、2011年以降の
耐震設計レビュー実績の分析結果から読み取
れる傾向を紹介し、続いて限界耐力計算を用
いた最新の耐震改修の設計施工事例集の中
から長野県在住の女性建築士が手掛けられた
事例を紹介し、最後に他の事例の紹介と新た
に追加した設計資料の解説をします。
日時　3月24日（火）　14：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

みやざきスギ木造建築セミナー
スギ材の魅力と都市における利用を考える
2/14　CPD3単位

スギ材には、優れた調湿機能や空気浄化機
能、温かさ・香りなどの癒やし効果等、多くの魅
力があります。また、「公共建築物等における木
材の利用の促進に関する法律」を契機に、最
近では、東京オリンピック関連施設での積極的
な木材利用に見られるように、一般住宅に限ら
ず、中大規模木造建築物の普及が図られてい
るところです。本セミナーでは、スギ材の持つ魅
力やスギ材でつくる中大規模建築物の計画・
設計について事例を交えてご説明し、都市にお
ける木材利用について、皆様と一緒に考えてい
きたいと思います。
主催　宮崎県　
日時　2月14日（金）　13：00〜16：00

「第3回 集まれ! 建築女子〜異業種交
流! 輝く女性のコミュニケーション〜」
2/29 

今年で3回目となる「集まれ!建築女子」は、仕
事で多忙な女性の交流の幅を拡げることを目
的として、ラウンドテーブル方式のワークショップ
を行います。建築以外の様々な分野で活躍す
る「異業種でイキイキと働く女性達」にお集まり
いただき、5つのテーマに分かれて、お互いの自
由な意見を交換します。
主催　（公社）日本建築家協会近畿支部
共催　（公社）大阪府建築士会
　　　（一社）日本建築協会
　　　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　（一社）日本建築学会近畿支部
講演　「生きものとしての力を生かす」 
講師　中村桂子（生命誌研究者、
　　　　　　 　JT生命誌研究館館長） 
Round Tableワークショップ

「5つのテーマ」
　ライフスタイル、家族、社会、友達、経済
※講演会及びRound Tableのオーディエンス

は、男女年齢問わず、自由に参加できます。
日時　2月29日（土）　13：30〜17：30　
会場　竹中工務店いちょうホール
　　　大阪市中央区本町4-1-13
　　　御堂ビルディング1階
参加費　無料
申込・問合  （公社）日本建築家協会近畿支部
　　　　 　Tel.06-6229-3371

PARAMETRICISM
/Segmentmetric+RoboTectonic 
3/16 （開催日程が変更になりました）

ザハ・ハディド・アーキテクツ代表、パトリック・
シューマッハ氏を招聘しての講演会を開催します。
今回の講演会では脱均質化社会をテーマに日
本の単一化された産業構造を今一度考えなお
し、未来の可能性を示せる場となることを目的と
しています。
その上で、東京オリンピックの新国立競技場コ
ンペで最初に選ばれたザハ・ハデッド事務所の
現トップ、パトリック・シューマッハ氏にお越しいた
だき日本の産業構造と西欧の産業構造の違い
と本質について議論する予定です。
ご予約は、問合せのメールアドレスよりご連絡く
ださい。
主催　大阪産業大学デザイン工学部
　　　建築・環境デザイン学科
日時　3月16日（月）　18：45〜21：15
　　　※当初の日程から変更されています。
講演者　パトリック・シューマッハ　
　　　　（建築家、ザハ・ハディド・アーキテクツ）
　　　　山口　隆
　　　　（建築家、TYa/TYMDL主宰）
会場　大阪市中央公会堂
　　　大阪市北区中之島1-1-27
参加費　無料（要予約）
問合　大阪産業大学デザイン工学部建築・
　　　環境デザイン学科TYMDL（Takashi    
　　　Yamaguchi Media Design Lab）
　　　e-mail:tylab2403@gmail.com

槇文彦のランドスケープが招くアナ
ザーユートピア
2/8

槇文彦氏の時代・歴史・風土・コミュニティ・品
格等を読み解く技と哲学を学び、ランドスケー
プ、まちづくり、建築などを志す皆様との情報共
有の場を目指します。
主催　中之島公園を良くする会
日時　2月8日（土）　14：00〜17：30
会場　大阪市中央公会堂
基調講演　槇 文彦
　　　　　（㈱槇総合計画事務所代表）
問題提起　吉村元男
　　　　　（中之島公園を良くする会会長）
シンポジウム

〜アナザーユートピアのランドスケープにおける課題〜
パネラー
　槇 文彦（前掲）
　繁村誠人（NPO法人国際造園研究センター理事長）
　辻口信良（太陽法律事務所・元大阪弁護士会副会長）
　佐山　浩（関西学院大学総合政策学部教授）
　吉村元男（前掲）
　中橋文夫（中之島公園を良くする会事務局、
　　　　 　公立鳥取環境大学教授）

入場料　実務家2,000円　一般1,000円
申込・問合　nak-fumi@kankyo-u.ac.jp 
　　　　 　携帯：080-4269-2813 中橋迄

特別講演
Between Nature and Architecture
2/15　CPD2単位

藤本壮介氏の講演会を行います。
主催　一般社団法人京都府建築士会
共催　京都美術工芸大学
講師　藤本壮介（㈱藤本壮介建築設計事務所代表）
日時　2月15日（土）　10：00〜11：30
会場　京都美術工芸大学東山キャンパス南館3F
　　　KYOBIホール
参加費　一般2,500円
定員　150名（事前予約制）
申込締切　2月7日（金）17：00
申込方法
　以下のチケット購入サイトにてご購入ください。
　URL https://passmarket.yahoo.co.jp/event/

show/detail/01mftx10q1a54.html

藤本昌也氏講演会
「新ローカリズムの思想を語る」
2/29

地道に生活者に寄り添い住まいや施設づくり・まち
づくりを行ってこられた藤本昌也氏の実践を掘り起
こしながら、建築とまちづくりの建築人としての「理
念」と「作法」を語り合い、クロストークでは様々
な分野の方 と々の意見交換を企画しています。
主催　新建築家技術者集団 西日本ブロック
日時　2月29日（土）　13：30〜16：30
会場　大阪市中央公会堂
　　　（大阪市北区中之島1丁目1番27号）
参加費　無料
定員　50名（申込み先着順）

会場　大阪駅前第3ビル17階 TOG貸教室・
　　　貸会議室1号室
　　　大阪市北区梅田1-1-3-1700
内容　宮崎県の森林・林業と木材利用研究
　　　について 
　　　松元明弘（宮崎県木材利用技術センター
　　　　　 　　木材加工部主任研究員）
講演1　「スギ材でつくる健康・快適空間」
　講師　川井秀一（京都大学名誉教授）
　内容  オビスギなどスギ材の香りや調湿機

能などの特性と人の生理や心理への
応答を明らかにし、健康・快適な居住
空間づくりについてお話しします。

講演2　「大きな建築もスギ材でつくれる」
　講師　山田憲明（山田憲明構造設計事務所
　　　　　　 　　代表取締役）
　内容　スギの製材や丸太を活かして、体育

館、庁舎、学校といった大きな建築を
つくるための構造計画について、豊
富な事例とともにご紹介します。

参加費　無料　定員　60名（先着順）
申込締切　2月7日（金）
問合　宮崎県木材協同組合連合会
　　　Tel.0985-24-3400

講習会 プレストレストコンクリート造
建築物の保有水平耐力計算指針

（大阪開催）
2/6

高さ31mを超えるPC建築物では、保有水平耐
力計算（ルート3b）が行われていますが、これに
対応する指針がなかったため、このたび「プレス
トレストコンクリート造建築物の保有水平耐力
計算指針（案）・同解説」が刊行されました。本
指針（案）の大きな特徴として、①中地震を対象
とした一次設計では損傷限界応力度による部
材チェックを行う、②部材種別をPC梁や柱の
実験データをもとに明確にした点が挙げられま
す。この刊行の機会に、本書の内容を解説する
講習会を開催します。
主催　（一社）日本建築学会 構造委員会プレ
　　　ストレストコンクリート構造運営委員会
日時　2月6日（木）　10：30〜16：20
会場　大阪科学技術センター 4階401号室 
　　　大阪市西区靱本町1-8-4
定員　100名
参加費　本会会員14,000円（テキスト代含）
テキスト　「プレストレストコンクリート造建築物の

保有水平耐力計算指針（案）・同解説」
問合　（一社）日本建築学会近畿支部  
　　　Tel.06-6443-0538

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

職人シリーズ第7弾「瓦」
淡路瓦工場・採掘現場見学会
2/8　CPD3単位

地域委員会建築士の会南河内では和風住宅
建築についての講習会を開催します。今回は
瓦工場を見学し、瓦屋さんからお話を聞いて木
造住宅の新たな発見と瓦の可能性を再発見し
ます（本福寺水御堂なども見学します）。
日程　2月8日（土）
時間　近鉄なんば駅（北側道路側）
　　　8：30集合　18：30解散予定
会場　大栄窯業㈱
参加費　会員6,000円　会員外6,500円
定員　22名（申込先着順）

平成31年度文化遺産総合活用推進事業
「はじめよう、文化財の活用」
2/15

本講座は毎回異なる国の登録有形文化財を
会場とした「まちあるき」や「ワークショップ」と
いった体験型の講座です。また其々の文化財
所有者からは文化財の保存及び活用の取組
事例や課題などを伺います。体験を通じての疑
問や意見を所有者や講師との質疑応答で解決
しながら文化財の活用を通じた保存活動がで
きる力を磨いていただきます。
日程　2月15日（土）　願得寺：能にふれる
時間　13：30〜16：30
募集　24名（定員に達し次第締切）
参加費　1,500円

（公社）大阪府建築士会・大阪弁護士会共催
建築紛争セミナー4（鑑定業務支援
委員会セミナー）

「雨漏り〜調査・補修・法的手続き〜」
2/4　CPD2単位

本会では建築紛争解決や鑑定に必要な専門
知識をもつ人材の育成に力を注いでいます。今
回は雨漏りの調査方法やその問題点、調査費
用・補修方法・補修費用、雨漏り事件処理の難
しさなどの疑問について、弁護士と建築士の対
談方式で説明いたします。
日時　2月4日（火）　18：00〜20：00
会場　大阪弁護士会館
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
定員　100名（定員に達し次第締切）
参加費　無料

Hat house見学会
（第63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品）
〜建築家 阿曽芙実の設計術を学ぶ〜
3/11　CPD2単位（予定）

日時　3月11日（水）
　　　1班　13：00〜14：30
　　　2班　14：00〜15：30
集合場所　阪急神戸線王子公園駅東口改札
定員　20名
参加費　会員1,500円　会員外2,500円
※個人住宅見学のため2班に分けさせていただ

景観まちづくり講座テーマ別受講
生募集
2/15、2/29、3/14　CPD3単位/1回

現在実施中の景観まちづくり連続講座テーマ
①〜③の希望される講座に参加できます。
①日時　3月14日（土）　13：00〜16：10
　内容　古地図研究と景観まちづくりの講

義及び受講生による成果発表会
　講師　岡 絵里子（関西大学教授）

実践講座（現場での実践を通して学習します）
②日時　2月15日（土）　13：00〜16：40
　内容　まち歩き現地調査及び意見交換
③日時　2月29日（土）　13：00〜16：40
　内容　まち歩き調査のまとめ方と提案作成

定員　各テーマ10名程度（申込先着順）
会場　本会会議室、又はまち歩き場所
受講料　会員2,000円  会員外2,500円/1回
　　　　（講義資料代を含む）
申込締切　各テーマ開催日の5日前まで

大阪府ヘリテージマネージャー／ステップアッ
プ講座（スキルアップ講習）

「歴史的都市性の価値を保全する
変化」
2/13　CPD2単位

歴史的都市空間の持続可能な変化とは何か、
都市の歴史や都市性を保全しつつ、次の時代
の街並みへとつながる変化（開発）のあり方と
は何かを船場などの事例を通じて考えます。
日時　2月13日（木）　18：30〜20：30
会場　大阪倶楽部3号会議室
講師　小浦久子（神戸芸術工科大学芸術工

学部環境デザイン学科教授）
定員　40名程度
参加費　本会会員、ヘリマネ育成講座修了者・

受講者、学生500円
　　　　会員外1,000円 

国土交通省補助事業
改正民法に備える! 建物状況調査・
既存住宅売買瑕疵保険活用セミナー
2/13

2020年4月の民法改正において「瑕疵担保
責任」の規定が無くなり、新たに「契約不適合
責任」が定められることで、建物状況調査や既
存住宅売買瑕疵保険の活用が求められます。
本セミナーでは、弁護士・建築士・宅建士・保険
取扱者が、それらの内容やメリット等について今
回の講習用に作成したテキストを用い、詳しく解
説します。なお、宅建業者の方を対象としたセミ
ナーですが、どなたでもご参加いただけます。
日時　2月13日（木）　14：00〜16：00
　　　（開場13：30）
会場　ドーンセンター7階ホール
定員　500名（定員に達し次第締切）
受講料　無料

　　　講師　山下一彦
　　　　　　　（建設業労働災害防止協会）
　　　　　　廣瀬淳司（大日本土木㈱）
時間　13：30〜17：05
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会
2/19　CPD3単位

地震等により被災した建築物の余震等による
倒壊、部材の落下等から生じる二次災害を防
止するため、被災建築物の応急危険度判定を
行う判定士を養成する講習会です。ぜひ本講
習会を修了のうえ判定士にご登録ください。
日程　2月19日（水）
時間　受付12：30〜、講習13：20〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　150名（定員に達し次第締切）
対象者　大阪府内在住または在勤の一級・二

級・木造建築士、並びに建築基準適合
判定資格者及び特定建築物調査員

テキスト代　1,500円（受講料は無料）
申込　大阪建築防災センターHP参照
https://www.okbc.or.jp/course/2979/

令和元年度建築士定期講習
2/25、3/26、3/31
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※2/25（火） 大阪YMCA会館 200名
　3/26（木） 大阪YMCA会館 200名
　3/31（火） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

令和元年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
2/7、3/4　CPD各6単位

建設業法に基づく法定講習です。
建築に特化したテキストを使用し、実務に役立
つ情報を提供いたします。なお、監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日程　2月7日（金）、3月4日（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会HPよりお申込み
　　　ください。

建設工事の安全・健康確保講習会
〜大阪府工事入札（実績申告型）の評価点追
加対象講習会〜
2/12　CPD3単位

本講習会では、設計、施工等の各段階におけ
る安全・健康確保の措置や、建築労働者の意
識向上を図る取組み方法について講習を行い
ます。
労働災害防止に関する対策を推進することに
より、建築労働者の安全と健康の確保を目的と
しております。ぜひご受講いただき、安全と健康
の確保にお役立てください。
日程　2月12日（水）
　　　内容　総合計画・仮設計画のポイント
　　　　　　杭打、鉄骨工事の安全対策 等

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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令 和 2 年 5 月 20 日
の本会総会の記念
講演講師に栗生明

（くりゅう あきら）
氏から快諾をいた
だき決定しました。
氏は 1947 年生れで
㈱栗生総合計画事務所代表取締役です。
略歴は、1973 年早稲田大学大学院修士
課程を修了後、槇総合計画事務所を経て、
1979 年都市建築設計事務所Ｋアトリエ
を設立。1998 年～千葉大学工学部教授。
2013 年～同大学の名誉教授です。
代表作の平等院鳳翔館や植村直己冒険
館、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館
をはじめ様々な建築物の設計を手掛けら
れ、建物のヴォリュームの多くを地下に
埋めた作品が多く、風景や環境に配慮し
たモダニズムの作風で知られています。
また、日本建築学会賞作品賞、日本芸術
院賞、村野藤吾賞など多くの賞を受賞さ
れています。なお、定時総会のご案内は、
4 月及び 5 月号の建築人に同封します。

阪神淡路大震災から 25 年にあたる令和
2 年 1 月 17 日に、府健康医療部の「大
阪府保健医療調整本部」が中心となり、
本会も参画して大阪府内の病院を対象と
した地震津波災害対策訓練が実施されま
した。
訓練は、災害により診療機能に支障が出
ても医療提供を確保することを目的とし
て、府内 3カ所の拠点病院において、建
物の安全性の判定、関西電力の電源車や
自家発の燃料供給等の停電対応、自衛隊
の給水車による水の供給、医薬品や食料
費等の確保の実地訓練が行われました。
本会からは、狭山市の近畿大学病院で行
われた建物被害調査訓練に、応急危険度
判定士で本会建築物耐震評価委員会副委
員長の横田友行氏を派遣しました。
本病院では、南海トラフ地震により病棟

12/ 26 田尻町長面談
1/ 6 在阪建築 15 団体新年交礼会
1/ 9 日本建築材料協会新年交礼会
1/ 10 連合会総務企画委員会
1/ 14 大阪府収用委員会

  大阪都市景観建築賞表彰式
  建築設備技術者協会新年会
1/ 15 運営委員会
1/ 16 連合会正副会長会議
1/ 17 連合会理事会
1/ 21 大阪電業協会賀詞交歓会
1/ 22 理事会・正副会長会議
1/ 23 近畿建築士会協議会
1/ 24 摂津市長面談

  大阪府宅地建物取引業協会新年互礼会
＊連合会：（公社）日本建築士会連合会

12 月度本会理事会において、岡本会長
が（公社）日本建築士会連合会の次期会
長に立候補することを表明され、1 月 17
日の連合会理事会で決議された次年度役
員選考スケジュールに基づき、1 月 22
日に連合会事務局へ、近畿 2 府 4 県建築
士会会長連名の推薦書とマニュフェスト
を添えて立候補の届出を行いました。
岡本会長の他に近角真一東京建築士会会
長も立候補されており、次期会長選出の
選挙が行われます。選挙は全国 7ブロッ
クから 1 名ずつ選出の選挙人等により、
3 月 10 日に実施されます。

が被災し、その後の余震による倒壊の危
険度が高まったという想定の下に、200
名を超える病院棟の入院患者をいかにし
て早く避難させるかを、近畿大学病院と
ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の医師・
看護師が議論し、多くの問題点が抽出さ
れその対応の検討を行いました。今後の
課題も明らかになり有意義な訓練となり
ました。

１月 14 日に大阪府庁本館「正庁の間」
において、本会が事務局を務める第 39
回大阪都市景観建築賞の表彰式を、受賞
者 35 名の出席で行いました。
式典では近畿大学教授の久審査委員長に
よる審査講評の後、大阪府知事賞の認
定こども園日吉幼稚園は大阪府田中副
知事より、大阪市長賞の JO-TERRACE 
OSAKAは大阪市高橋副市長より、審査
員特別賞、緑化賞、建築サイン・アート
賞、奨励賞は本会岡本会長より、建築主、
設計者、施工者にそれぞれ賞状が授与さ
れました。

本会名及び本会役員、委員、職員名を装っ
た「迷惑メール（なりすましメール）」
が不正に発信されるという事例が多数確
認されております。当該の迷惑メールは、
本会とは一切関係がございません。
メール開封前に差出人や件名等をご確認
いただき、怪しいものは開封されずに削
除されますようご注意をお願いします。

動静レポート

（右）
栗山美政
田尻町長

（右）
森山一正
摂津市長

近大病院救急災害センターにおける訓練の様子

会長動静

第 39 回大阪都市景観建築賞の表彰式
を開催

建築表彰部門

本会名等を装った迷惑メールに関する
注意喚起

運営部門

日本建築士会連合会の次期会長選挙

日本建築士会連合会

栗生明氏が総会記念講演の講師に決定

運営部門

近畿大学病院の災害対策訓練に参加

社会貢献部門
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ます。
講義の中では、①建築物が行政規制（た
とえば日影規制）に合致しているからと
いって、必ずしも違法性がないというこ
とにはならないこと、②法的紛争に至る
までの交渉段階で可能な限り誠実に対応
することが後々の裁判所の判断に影響す
る、③設計、工事監理者、施工者が契約
関係にない居住者、隣人、通行人に対し
ても、建物としての基本的な安全性が欠
けることがないよう注意義務を負うなど
の判決事例の紹介があり、業務に有益な
内容となりました。

Topics

2015 年に経済産業省が ZEBロードマッ
プを提示して以降、ZEBを目指した建
物は、その多くが郊外型の比較的低層、
規模も小・中規模のものでした。外壁率
が低く外気負荷が小さい、創エネの為の
スペースが必要に応じて確保しやすいな
ど、ZEBを実現するうえで有利な条件
が揃っている場合に取り組んでいく、そ
うでない場合は、なかなか ZEBに届か
ないということが現実的には多いのでは
ないでしょうか。
ところが、今回見学会が開催された近畿
産業信用組合本店は、都市型の高層ビル
でありかつ延べ面積が 10000㎡以上あり
ながらも ZEB Ready（61% 削減）を達
成したということです。
場所は、大阪市内中心部、堺筋通り沿い
の金融機関が多く集まるエリアのほぼ中
央で、堺筋通りに面してガラススキンを
まとった伝統と革新を表現した外観が印

「建築紛争における法的措置とその対応
策」の講習会は今回で 3 回目となります。
これまで、大阪府建築士会の会議室で開
催しておりましたが、定員を超える申し
込みを頂きお断りをせざるを得ない状況
が続いており、今回は広い会場で開催す
ることになりました。
近年、建築紛争は、瑕疵や契約問題にか
かる設計者、工事請負者と建築主の争い
から、高層マンション等の建設による日
照、採光の阻害、風害、プライバシーの
侵害などの近隣住民と建築主との争いに
至るまで多様化し、行政不服審査請求や
訴訟など法的措置に発展する事例も少な
くありません。
私自身も 6つの府内の特定行政庁や開発
許可権限を有する自治体の建築審査会、
開発審査会の委員を務めておりますが、
2 年 10ケ月の間に 5 件の建築確認や開

象的な建物です。
まず初めに、建物内部にある最大 272 名
収容可能なきんさんホールにて、設計施
工者の大成建設様から設計説明と施工説
明を受けました。
達成難易度の高い都市型高層ビルで ZEB
を実現するための様々な先端技術、ダブ
ルスキン内熱利用空調システム、顕熱交
換機による省エネ再熱空調システム等、
設計者自らわかりやすく説明いただき、
また、施工においても難易度の高いダブ
ルスキンガラスの取付の工夫等を実際の
施工担当者から伺うことができました。
その後の現地見学は、屋上から 1 階ま
で、金融機関の建物としてセキュリティ
が厳しい中、近畿産業信用組合様の多大
なご協力により、最先端の省エネルギー
技術を余すところなくご紹介いただくこ
とができました。近畿産業信用組合様は、
ZEB LEADING OWNER にも登録され

発許可の取り消し請求がありました。
万一、取り消し処分がされた場合は、建
築主、設計者はもとより、指定確認検査
機関、行政庁側も甚大な影響を被ること
になります。
講習会では、建築確認の取り消し審査請
求など審査を行う大阪府建築審査会の委
員で行政法の専門家でもある近畿大学法
科大学院の海道俊明准教授と、大阪地方
裁判所第 10 民事部の鈴木喬判事をお招
きし、建築紛争ができるだけ法的措置に
移行しないように予防策とともに、万一
法的措置に移行した場合、訴訟への対応
とともに調停制度の活用についても事例
等も交えながらご講義がありました。
講師は、何れも現役の建築審査会の委員
と裁判官であり、公益社団法人である大
阪府建築士会が主催であればこそ、こう
した講習会が実現できたものと考えてい

ております。
金融機関として初めての都市型高層 ZEB
は、理解のある施主の下で、省エネ技術
を精密に組み合わせ、丁寧にシミュレー
ションを重ねて試行錯誤を繰り返し、最
適解を粘り強く求め続けた結果、実現で
きたものではないかと思います。
将来の新しい技術を取り入れずとも、今
の時代の技術で都市型高層 ZEBを実現
して見せたところにこの建物の凄みを感
じました。

近畿産業信用組合本店外観

３ 裁判所における手続の紹介

話合いで円満な解
決を図る手続

判決によって解
決を図る手続

３ 裁判所における手続の紹介

話合いで円満な解
決を図る手続

判決によって解
決を図る手続

近畿産業信用組合本店 現地見学会〜時代の先端をゆく都市型高層 ZEB の実現〜
日程：令和元年 11 月 26 日（火）　　会場：近畿産業信用組合本店　　参加者：34 名

吉村淳二（研修委員会担当理事）

建築技術講習会「令和元年度建築紛争における法的措置とその対応策」
日程：令和元年 12 月 6 日（金）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：69 名

山添光訓（研修委員会担当理事）

訴 訟 調 停
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Gallery 建築作品紹介 ダイキンアレス青谷 2 期 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

砂浜に面する築 10 年の研修所の増築。社会や企業の環境に対する姿勢
が変化するなか、Ales（ラテン語：飛翔）という言葉をあらわす既存建
物の「形」を、砂浜地の環境と最新の技術を融合させた「関係性」へ発
展させることで、あらたな全体像の獲得をめざした。研修棟と宿泊棟を
繋ぐホワイエは、海や緑の風景・卓越風・日射をパラメーターとして、
屋根・バルコニー・サッシュ・天井高さ・内装が変化する断面で構成し、
そこに自然換気・地熱交換・スポット空調を組みあわせている。自然環
境と建築の関係を改めて問う、新しい「空気・空間」のプロトタイプで
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本拓治）

所 在 地：鳥取県鳥取市
用　　途：研修所・保養所
竣　　工：2018.09
構造規模：S 造 7 階
　　　　　地下 1 階
敷地面積：57,718㎡
建築面積：12,439㎡（全体）

7,400㎡（増築部）
延床面積：30,402㎡（全体）

13,677㎡（増築部）
写　　真：竹中工務店
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
初
旬
、
建
築
家
・
瀧
光
夫

︵
一
九
三
六
～
二
〇
一
六
年
︶
の
初
期
の
代
表
作

と
し
て
知
ら
れ
る
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
学
生

た
ち
と
初
め
て
見
学
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

私
事
な
が
ら
、
生
前
の
瀧
と
は
、
彼
の
恩
師
で
あ

る
増
田
友
也
︵
一
九
一
四
～
八
一
年
︶
の
生
誕

一
〇
〇
周
年
記
念
建
築
作
品
展
︵
二
〇
一
五
年
︶

の
際
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
温
厚
な
気
骨
さ
を

湛
え
る
笑
顔
が
印
象
に
残
っ
た
。
だ
が
、
彼
の
建

築
に
触
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
翌
年
の
突
然
の
訃

報
に
接
し
、
愕
然
と
す
る
。
そ
れ
で
も
、
瀧
を
敬

愛
す
る
元
所
員
の
高
砂
正
弘
氏
の
紹
介
で
、
二
〇

一
七
年
に
遺
族
の
瀧
梢
夫
人
か
ら
設
計
原
図
や
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
貴
重
な
建
築
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　

こ
う
し
て
、
筆
者
の
大
学
の
美
術
工
芸
資
料
館

に
運
び
込
ま
れ
た
大
量
の
直
筆
の
図
面
と
ス
ケ
ッ

チ
に
初
め
て
触
れ
て
、
瀧
の
切
り
拓
い
た
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
の
意
味
に
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
、
一
本
一
本
の
樹
木
ま
で
精
緻
に
描
き
込
ま

れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
魅
せ
ら
れ
た
。幸
い
に
も
、

水
戸
市
植
物
公
園
︵
一
九
八
七
年
︶
に
感
動
し
た

経
験
を
持
つ
一
人
の
大
学
院
生
が
、
整
理
作
業
を

進
め
な
が
ら
、
瀧
の
建
築
を
全
国
各
地
に
訪
ね
歩

き
、
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
て
、
修
士

論
文
に
ま
と
め
上
げ
て
く
れ
た
︵
鈴
木
悠
介
﹃
瀧

光
夫
の
設
計
思
想
と
一
連
の
建
築
に
関
す
る
研

究
﹄
二
〇
一
七
年
度
京
都
工
芸
繊
維
大
学
大
学
院

修
士
論
文
︶。
現
在
、
そ
の
成
果
を
元
に
建
築
展

を
準
備
中
で
あ
り
、
展
示
計
画
と
模
型
制
作
を
担

当
す
る
学
生
た
ち
と
現
地
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

　

名
古
屋
駅
か
ら
市
営
地
下
鉄
と
名
鉄
線
を
乗
り

継
い
で
一
時
間
弱
で
豊
田
市
駅
に
到
着
す
る
。
駅

前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
約
三
〇
分
で
緑
化
セ

ン
タ
ー
に
辿
り
着
く
。
五
〇
ha
の
県
有
林
の
深
い

緑
に
蔽
わ
れ
た
敷
地
は
広
大
で
、
バ
ス
停
か
ら
建

物
は
見
え
な
い
。
案
内
板
に
従
っ
て
林
の
中
の
小

路
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
視
界
が
急
に
開
け
、
芝

生
の
広
い
前
庭
に
面
し
た
本
館
が
姿
を
現
わ
す
。

正
面
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
続
く
緩
や
か

な
石
積
み
の
外
階
段
の
先
に
、
細
い
鉄
骨
の
柱
で

約
六
ｍ
の
高
さ
に
持
ち
上
げ
ら
れ
た
一
辺
約
四
〇

ｍ
、
高
さ
約
四
ｍ
の
ロ
の
字
型
の
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー

ガ
ラ
ス
と
黒
い
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
、
白
い
軒
天

井
か
ら
構
成
さ
れ
た
軽
快
な
建
物
が
見
え
て
く
る
。

外
観
か
ら
建
物
内
部
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は

で
き
ず
、
ど
こ
か
研
究
所
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
寡

黙
な
表
情
を
し
て
い
る
。
階
段
を
上
り
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
近
づ
く
と
、
玄
関
扉
の
ア
ク
リ
ル
製
押

板
に
は
、
瀧
建
築
に
は
お
な
じ
み
だ
が
、
県
木
の

ハ
ナ
ノ
キ
︵
ハ
ナ
カ
エ
デ
︶
の
葉
が
封
入
さ
れ
て

い
て
美
し
い
。
そ
し
て
、
建
物
の
中
に
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
て
、
何
よ
り
も
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
突

然
に
現
わ
れ
る
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
三

層
吹
き
抜
け
の
大
空
間
が
持
つ
清
新
な
透
明
感
だ
。

上
部
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
自
然
光
が
降
り
注
ぎ
、

室
内
の
緑
が
そ
の
ま
ま
外
部
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。

そ
の
ど
こ
か
高
級
ホ
テ
ル
の
緑
あ
ふ
れ
る
ラ
ウ
ン

ジ
に
招
か
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
空
間
に
、

学
生
た
ち
が
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
て
い
る
。
ホ
ー

ル
正
面
の
窓
枠
の
な
い
全
面
吊
り
ガ
ラ
ス
の
大
き

な
開
口
部
の
外
側
に
は
、
カ
ス
ケ
ー
ド
広
場
と
名

づ
け
ら
れ
た
白
い
イ
ン
ド
砂
岩
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
庭
園
が
広
が
る
。
そ
の
先
の
鬱
蒼
と
茂
る
杉
林

の
真
ん
中
に
は
、
全
長
一
〇
〇
ｍ
を
越
え
る
長
さ

の
カ
ス
ケ
ー
ド
︵
水
路
︶
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
流
れ
落
ち
る
心
地
よ
い
水
音
が
広
場
全
体
に
響

い
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
﹁
緑
化
セ
ン

タ
ー
﹂
と
い
う
施
設
は
、
何
を
目
指
し
て
計
画
さ

れ
た
建
築
な
の
だ
ろ
う
か
。竣
工
時
の
文
章
に
は
、

次
の
よ
う
な
瀧
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。

﹁
こ
の
施
設
は
、
愛
知
県
が
県
有
林
五
〇
ｈ
ａ
を

利
用
し
て
、
緑
化
の
知
識
や
技
術
の
情
報
セ
ン

タ
ー
、
調
査
・
研
究
・
研
修
用
の
展
示
林
や
庭
園
、

苗
木
の
育
成
・
配
布
の
場
な
ど
、
い
わ
ば
県
土
緑

化
の
拠
点
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

緑
化
が
し
き
り
に
い
わ
れ
る
の
も
、
も
と
は
と
い

え
ば
建
築
や
土
木
が
緑
を
食
い
つ
ぶ
し
て
き
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
食
い
つ
ぶ
し
て
で

き
た
も
の
が
い
か
に
も
ひ
ど
い
、
な
ん
と
か
緑
で

お
お
っ
て
し
ま
え
な
い
か
、と
い
わ
れ
る
わ
け
だ
。

人
が
緑
に
飢
え
て
い
る
、
と
は
う
ら
が
え
せ
ば
そ

れ
ほ
ど
み
ん
な
が
建
築
に
食
傷
し
絶
望
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
緑
化
の
名
の
も
の
に
、

建
築
や
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な
あ
り
か
た
が

問
わ
れ
て
い
る
、
と
う
け
と
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。﹂

︵
瀧
光
夫
﹁
緑
と
建
築
と
﹂﹃
新
建
築
﹄
一
九
七
五

年
八
月
号
︶

　

背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
高
度

経
済
成
長
に
よ
っ
て
露
呈
し
た
、
自
然
破
壊
と
公

害
問
題
に
対
す
る
強
い
危
機
感
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

瀧
は
、
こ
う
記
し
た
上
で
、﹁
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂

の
設
計
を
通
し
て
何
を
考
え
よ
う
と
し
た
の
か
、

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
く
。

﹁
さ
ま
ざ
ま
な
緑
に
か
か
わ
る
手
法
を
で
き
る
だ

け
広
範
囲
に
、
場
所
用
途
に
応
じ
て
展
開
し
て
み

る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
総
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
魅
力

的
な
環
境
づ
く
り
と
な
る
こ
と
︵
中
略
︶。
建
築

が
あ
っ
て
余
白
に
造
園
と
い
う
の
で
は
ま
ず
い
。

建
築
を
つ
く
る
こ
と
が
同
時
に
ひ
と
つ
の
庭
を
生

み
だ
す
よ
う
な
や
り
か
た
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

緑
に
場
所
を
提
供
し
な
が
ら
建
築
の
用
を
み
た
す

︱
︱
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
緑
に
席
を
ゆ
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
よ
り
建
築

的
で
あ
る
と
い
っ
た
風
で
あ
り
た
い
。﹂

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
の
が
、
中
央
に
配
置
さ
れ
た
本
館
な
の
だ

ろ
う
。
そ
こ
か
ら
は
、
建
築
と
庭
が
一
体
と
な
っ

て
構
成
さ
れ
た
表
情
豊
か
な
内
外
の
空
間
が
広

が
っ
て
い
た
。
竣
工
か
ら
四
十
五
年
、
瀧
の
求
め

た
建
築
は
、
人
間
に
と
っ
て
自
然
と
は
何
か
、
を

現
在
の
私
た
ち
に
静
か
に
語
り
か
け
て
い
る
。

本館中央のグリーンホールを見下ろす

本館正面外観

愛知県緑化センター　1975 年
緑と建築の対話を求めて

記憶の建築
松隈　洋
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人代表　北　聖志
　　　　編集人　　　梅田武宏　　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

四
十
六

　
　
　
　

悩
め
る
建
築
士　
一　

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
建
築
相
談
室
に
か
か
る
電
話
の
ほ
と
ん
ど
は

一
般
消
費
者
か
ら
の
電
話
相
談
で
す
が
、そ
の
う
ち
の

一
％
程
度
で
は
あ
り
ま
す
が﹁
建
築
士
﹂か
ら
の
相
談

が
あ
り
ま
す
。建
築
士
か
ら
の
相
談
は
、本
会
会
員
か

ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

設
計
監
理
者
か
施
工
者
か
な
ど
も
問
い
ま
せ
ん
。自
己

が
関
与
す
る
物
件
に
お
い
て
施
主・発
注
者
や
他
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
め
る
建
築
士
の
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
が
盗
ま
れ
た

　
﹁
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
た
。実
現
に

至
ら
ず
、図
面
は
提
出
し
て
い
な
い
が
、案
を
流
用
さ

れ
た
。﹂﹁
自
分
の
計
画
を
そ
の
ま
ま
工
事
さ
れ
た
。

ど
う
か
で
き
な
い
か
？
﹂設
計
者・
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い

る
建
築
士
と
し
て
は
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
建
築
士
の
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
や
計

画
が
ど
こ
ま
で
著
作
権
が
及
ぶ
の
か
様
々
な
議
論
が

あ
り
ま
す
が
、と
か
く
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
著
作
権

は
過
小
評
価
さ
れ
が
ち
で
す
。

確
認
申
請
な
ど
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

　
﹁
知
人
が
木
造
三
階
建
て
の
住
宅
を
建
築
中
に
、建

築
業
者
が
倒
産
し
た
。工
事
は
よ
う
や
く
完
了
し
た

が
、申
請
上
の
監
理
者
が
お
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
完
了
検
査
を
拒
否
し
て
い
る
。ど
う
し
た
ら
い
い

か
？
﹂﹁
建
築
確
認
済
証
の
再
発
行
は
で
き
る
の
か
？
﹂

﹁
建
築
確
認
申
請
な
ど
の
副
本
は
誰
が
保
存
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。建
築
士
法
な
ど
の
法
令
上
ど
こ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。わ
か
ら
な
け
れ
ば
調
べ
て
ほ
し

い
。﹂本
来
直
接
行
政
や
確
認
検
査
機
関
に
確
認
し
て

も
い
い
よ
う
な
相
談
も
よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。行
政
な

ど
に
聞
く
の
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
け
ど
、建
築
相
談

　
　
編
集
後
記

若
江
直
生

　

建
築
人
編
集
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
早
く
も

二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
雑
誌
建
築

人
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
継
続
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
大
阪
府
建
築
士
会
な
ら
で
は
の
コ
ン

テ
ン
ツ
と
は
何
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
海
外
も

視
野
に
入
れ
た
活
動
の
可
能
性
、
関
西
建
築
会
を

盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
な
ど
会

誌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広
い
視
点
で
議
論
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

関
西
に
は
在
阪
建
築
四
団
体
︵︵
一
社
︶大
阪
府

建
築
士
事
務
所
協
会
、︵
一
社
︶日
本
建
築
協
会
、

︵
公
社
︶日
本
建
築
家
協
会
近
畿
支
部
、︵
公
社
︶

大
阪
府
建
築
士
会
︶
を
は
じ
め
、
歴
史
と
特
色
の

あ
る
複
数
の
団
体
が
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
組
織
設
計
事
務
所
に
所
属
す
る
傍
ら
複

数
の
団
体
に
所
属
し
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
在
阪
団
体
と
の
協
力
や
、
関
西
の

建
築
士
会
、
他
委
員
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
な
ど
も
含
め
、
万
博
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
高
ま
り
を
は
じ
め
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

大
阪
に
お
い
て
、
新
た
な
雑
誌
建
築
人
の
企
画
が

関
西
建
築
界
を
盛
り
上
げ
る
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、

今
後
も
検
討
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

一
月
二
十
二
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
五
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
一
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一

〇
、六
三
七
、六
二
三
円
、
支
出
一
三
、七
〇
六
、二

二
八
円
、
差
引
△
三
、〇
六
八
、六
〇
五
円
で
、
本

年
度
累
計
の
収
支
差
引
四
、五
六
九
、六
七
八
円
を

報
告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

三
月
末
の
決
算
見
込
み
は
、
予
算
に
比
べ
会
費
収

入
は
順
当
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

公
益
目
的
事
業
は
約
三
〇
〇
万
円
減
、
全
体
計
で

も
約
二
七
〇
万
円
減
と
な
る
赤
字
決
算
の
見
込
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
の
短
期
間
で
は

特
に
支
出
の
緊
縮
を
実
行
し
て
赤
字
決
算
を
回
避

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
本
会
賛
助
会
員
の
㈱
総
合
資
格
と
㈱
建
築

資
料
研
究
社
・
日
建
学
院
の
両
社
の
建
築
技
術
者

向
け
講
座
の
割
引
等
に
関
す
る
覚
書
に
つ
い
て
、

本
会
主
催
事
業
と
の
重
複
Ｐ
Ｒ
を
除
く
こ
と
を
条

件
に
締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
総

合
資
格
と
は
本
会
事
務
局
前
Ｅ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
専
用

の
カ
タ
ロ
グ
ラ
ッ
ク
二
台
を
有
料
で
設
置
す
る
こ

と
も
併
せ
て
承
認
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
連
合
会
か
ら
消
費
税
増
税
に
伴
う
Ｃ
Ｐ
Ｄ

デ
ー
タ
管
理
費
で
年
間
約
三
万
円
の
増
額
要
請
が

あ
り
、
対
応
策
と
し
て
非
会
員
の
年
間
デ
ー
タ
管

理
費
を
現
行
の
六
〇
〇
〇
円
か
ら
六
二
〇
〇
円
に

増
額
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
昨
年
一
二
月
一
九
日
実
施
の
府
法
務
課
の

公
益
法
人
立
入
検
査
で
は
、
会
計
処
理
や
理
事
会

運
営
等
の
詳
細
事
に
改
善
指
摘
を
受
け
ま
し
た
が
、

本
会
活
動
に
大
き
な
支
障
は
な
い
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
正
式
に
は
府
か
ら
公
益
認
定
等
委
員
会
へ

の
諮
問
後
に
本
会
に
通
知
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

な
ら
聞
け
る
か
な
、と
い
う
よ
う
な
心
情
で
し
ょ
う
か
。

建
築
士
事
務
所
運
営
に
つ
い
て
１

　
﹁
一
人
事
務
所
で
は
管
理
建
築
士
と
設
計
を
す
る

建
築
士
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
最
近
独
立

し
た
の
で
わ
か
ら
な
い
。﹂と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。こ
の
方
は
施
工
を
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。公
共
工
事
を
施
工
者
と
し
て
請
け
る
と

き
、専
任
技
術
者
は
、そ
の
営
業
所
に
常
勤
し
て
、専

ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま

た
、公
共
工
事
の
現
場
代
理
人
は
、工
事
現
場
に
常

駐
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
の

た
め
、営
業
所
の
専
任
技
術
者
が
、現
場
に
常
駐
す
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
現
場
代
理
人
に
な
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、一
人
で
設
計
事
務

所
が
運
営
で
き
る
の
か
、と
考
え
た
の
か
と
想
像
し
ま

し
た
。単
純
な
疑
問
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

建
築
士
事
務
所
運
営
に
つ
い
て
２

　
﹁
以
前
勤
め
て
い
た
不
動
産
会
社
で
管
理
建
築
士

を
し
て
い
た
が
、建
築
士
事
務
所
は
廃
業
し
た
。不
動

産
会
社
と
し
て
は
営
業
を
継
続
し
て
い
る
。そ
の
後
、

自
分
は
独
立
し
て
設
計
事
務
所
を
営
ん
で
い
る
。不

動
産
会
社
で
行
っ
て
い
た
残
務︵
監
理
︶の
請
求
・
領

収
証
は
発
行
で
き
る
の
か
？
﹂こ
れ
は
こ
れ
で
結
構
切

実
な
悩
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。本
来
は
廃
業
す
る
前

に
残
務
処
理
は
終
わ
ら
せ
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、設
計
事
務
所
の
仕
事
は
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
長
期
に
わ
た
っ
た
り
、ず
い
ぶ
ん
以
前
の
案
件
が
復

活
し
て
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、き
り
を
つ
け

る
の
が
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

悩
み
の
つ
き
な
い
建
築
士
達

　

建
築
士
業
務
を
し
て
い
る
中
で
、ふ
と
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
、と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
。本
会
建
築
相
談
室
は
そ
ん
な

建
築
士
の
相
談
先
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。悩
め

る
建
築
士
の
お
話
は
次
回
に
続
き
ま
す
。
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JO-TERRACE OSAKA　大和ハウス工業

　大阪城公園北東の玄関口である大阪城公園駅前エリアは本丸・天守
閣へ向かう観光客、大阪城ホールや太陽の広場などで実施されるイベント
参加者、公園北側に集積するオフィスビルや商業施設など多くの人々の動
線となるエリアである。そのエリアに公園利用者の利便性を向上し大阪城
公園の魅力を向上させるためJO-TERRACE OSAKAを整備した。
　計画施設はＪＲ大阪城公園駅からペデストリアンデッキで直結し、長年課
題であったバリアフリー化を実現している。また大阪城公園を走るランナーを
サポートするランニングステーションなども整備し2017年6月にオープンした。
　既存の樹木を可能な限りそのままの位置で保存し、樹木を中心に建物を
配置することで公園の緑に溶け込むよう計画している。既存の樹木より高
さを抑えた2階建てと平屋建ての複数の建物は同じ勾配の片流れ屋根とし
統一感のある建築群としている。ファサードは全面ガラス張りとし外部から
は店舗内の賑わいを感じることができ、内部からはどこからでも緑を感じられ
る。建物は7棟で構成され2階からは天守閣を望みながら食事を楽しむこと
ができ、中央のメインストリートでは風が通り抜け、木陰で心地よい時間を過
ごすことができる。メインストリートの柱に連続して設けたノレンにグラデー
ションと店舗ロゴを入れることによって新たな城下町の賑わいを演出してい
る。また、初代大坂城を築城した豊臣秀吉が馬印としていた瓢箪をデザイン
モチーフとした照明器具やスツールを取り入れモダンな和を表現した。
撮影：株式会社伸和　第39回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
岩上　嘉樹
1980年生まれ。
2001年 大阪府立工業高等専門学校
　　　　建設工学科卒業。
2001年～06年まで施工管理に従事。
2006年 大和ハウス工業入社。
現　 在 同社本店建築事業部設計部。

■建物データ
設　　計：大和ハウス工業株式会社
施　　工：大和ハウス工業株式会社
建 築 主：大阪城パークマネジメント株式会社
所 在 地：大阪市中央区大阪城3-1
主要用途：飲食・物販
竣　　工：2017年6月
構造規模：鉄骨造　地上2階
敷地面積：58,317.16㎡
建築面積：4,836.51㎡
延床面積：6,985.19㎡


